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2014 年 10 月 5日発行 

もりんぴあフェスティバル開催 
マルシェの愛情あふれる食品を食べ歩き！各団体が日ごろの活動成果を披露！ 
もりんぴあが地域の絆で結ばれた「おまつり広場」となりました！ 
好天に恵まれた 9月 21日（日）もりんぴあフェスティバルが開催さ

れ、5700 人（延べ人数、重複カウント）の方に足を運んでいただき

ました。昨年度は今年 2 月に行ったフェスティバルを今年度は 9

月に変更し、名称も「公津の杜コミュニティ・フェスティバル」から

「もりんぴあフェスティバル」に一新しての開催となりました。 

前回の経験を踏まえて生まれかわった第 2 回フェスティバルは、

地域やボランティアの参画など、新機軸を取り入れて、準備万端

で開幕しました、 

チーバくん・もりもりくん・もりもりちゃん
も駆けつけた開会式！ 
ロビーで行われた開会式では、主催者を代表して館長の挨拶の

後、来賓として出席して頂いた関根副市長にお祝いのお言葉を

頂きました。 

そのあと、フェスティバルの応援に駆けつけたチーバくん・もりもり

くん・もりもりちゃんの紹介と続きました。 

そして、公津の杜中学校吹奏楽部による開会宣言とファンファー

レにより、フェスティバルの幕が開きました。 

うなりくんがフラダンスを披露！ 
多忙なうなりくんも、お昼頃には、もりんぴあに駆けつけてくれまし

た。 

うなりくんが 1 階サロンに立ち寄ると、ステージではフラダンスサー

クルの発表が行われており、その音楽にあわせ、うなりくんも見よう

見まねで踊っていました。 

またうなりくんは、「ゆるキャラグランプリ 2014」にエントリー中！ 

投票のお願いも行っていました。投票は 10 月 20 日（月）までで

す。1 日 1 票の投票をお願いしますうな。 



  

 

1階サロン特設ステージ 

1 階サロンでは前回同様、特設ステージでダンス系＆大正琴サークルの

発表がおこなわれました。小さいお子さんからシニアの方々まで幅広い

年齢層のサークルの方々にご参加いただきました。どのサークルもいき

いきとしていてパワフル、時には繊細なパフォーマンスを披露してくださ

いました。まだ 2 回目のフェスティバルですが、サロンでの発表はステー

ジ位置の関係もありもりんぴあフェスティバルのメーンと言ってもよい催し

物になりつつあります。そんなステージで最初から最後まで観客が途切

れることなく、発表が終わるたびに盛大な拍手がおこっていたのは参加し

ていただいたサークルの皆様のお力です。ご覧いただいた皆様にはサ

ークル、団体で力を合わせることの素晴らしさを十分お伝えすることがで

きたのではないでしょうか。 



  

 

 

   

 

   

 

   

 

   

 

  

  

2階ＭＯＲＩ×ＭＯＲＩホール 
 

 

ラウレアハワイアンウクレレ バンド演奏 

ＭＯＲＩ×ＭＯＲＩホールは10時から 17

時まで各団体による演奏で音が鳴りや

みませんでした。 

箏・尺八による邦楽演奏やウクレレを

奏でてのハワイアン、しっとり聴かせるＪ

ＡＺＺのナンバー、今年大ヒットの映画

ナンバーを金管楽器で奏でたり、なつ

かしのポップから、バリバリのロックサウ

ンドまで、あらゆるジャンルの音楽が演 

奏されました。地域のイベントらしく、高校生からシニア世代まで幅広い年代がステージに立ち、観客を魅了していました。

当館スタジオ 1 で練習している団体が多く参加し、普段受付で接している時とは違った、真剣に演奏する眼差しに思わず、

見入ってしまいました。 
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2階ギャラリーMORI×MORI 

片岡書道教室 

桜泉会 

かな書道研究会 

公津書道クラブ 

ル・シャキパル 

マイドール 

青穂会 

裕成会 

成田アートフォトクラブ 

杏友会 

House of Anne 

フラワーアレンジメント 

サークル 

ホワイトバスケット 

なかよしひろば 

「もりんぴあフェスティバル」を機に、日頃から「もりんぴあ」をご利用いただいている多くの皆さまの作品が出展され、「ギャラリ

ーMORI×MORI」の壁面を飾りました。 

参加されたのは 13 のサークル・団体で、内訳は、「フラワーアレンジメント」、「書道」、「絵画」、「人形制作」、「写真」、「子ども

の作品」など多岐にわたり、出展総数は 500 点近くに達しました。 

いずれも力作、傑作揃いで、展示の仕方にもそれぞれの工夫が見られました。 

終日、大勢の方々が見学に訪れ、各コーナーの担当の皆さまからの説明を受けて、作品の鑑賞に更に深みが増して、感銘

を受けられている様子でした 



  

公津の杜小学校PTA 

公津の杜中学校PTA 有志 

ル・シャキパル 

ひかり輝け！公津の杜商店会 

アーアンドデイだいえい 

北須賀直売所まこも 

のぞみの園 

青少年相談員 

Circulo Hipspano de NARITA 

なかよしひろば 

アクティオ 

マルシェ 
 

 

マルシェには 11 団体が参加し、もりんぴあ

フェスティバルを大いに盛り上げてくれま

した。正面庇下では、わたあめやおやき、や

きそば、もつ煮込み、お餅、フレッシュジュ

ースなどおいしいものが目白押し、お客様が

長い列を作っていました。それぞれどれも手

作りならではのおいしさに、青空のもとでの

会話も弾んでいました。野菜も 100円均一、

ちょうど葉物野菜が切れるときだけに主婦

にはありがたかったです。 

2階ホワイエからギャラリーにかけては手作

りのゲームやクッキー・パン、ポーチやアク

セサリーなどが並び、賑やかに笑顔いっぱい

の交流が繰り広げられました。 

マルシェは、フェスティバルに欠かせない存

在になりつつあります。 

 

花苗の配布 
3 回目の花苗配布。ピンク、赤、紫、白、黄色のサフィニア

の苗を 200 本配布いたしました。約 10 分間で終了。大勢の

方に喜んでいただきました。 

 



  

2階会議室・3階スタジオ 

フォークダンス ローズマリー 

Radisson Narita Toastmasters Club 

TOSS あやめ 

Yogi 

館主催イベント・講座 

 

 

ニュースポーツを体験しよう！ 

第 14回 KOZU-KIDS チャレンジランキング 

星たまご＠わんぱくルーム 

ストラックアウト、ラダーゲッターなど 4種類のニュー

スポーツを 91名の子どもたちが体験しました。 

 

2 階会議室 A では、「フォークダンス」と、英語での話し方を学ぶ「Toastmasters（トーストマスターズ）」の二つのサークルが、

体験コースを開催しました。一般見学者が多数参加され、賑わいを見せていました。 

スタジオ 2 では、当館利用サークルによる『公開ヨガレッスン』が行われ、約 10 名の女性が癒しのヨガを体験し

ました。 

工芸スタジオでは、当館利用サークルによる『子ども実験教室～ブーメラン作り～』が行われ、約 60 名の子ども

たちが良く飛ぶブーメランを試行錯誤しながら作りました。 

 

 

専任講師による秋の星座、星座にまつわるギリシャ神話

の話に聞き入りました。89名の小学生が球体スクリーン

の本格的プラネタリウム『星たまご』で鑑賞しました。 

 
エビバデ☆デコポッキー 

江崎グリコ(株)の協力で開催。12 組 24 名がポッキー

に思い思いのデコレーションをして創作しました。 

 

缶つみ、おはじきダーツなど 5種類のアナログ的なゲー

ムを 76 名の子どもたちが新記録を出そうと真剣に挑戦

しました。 

 

親子で作ろう！杜のDECOカップケーキ 

6 組 12 名の親子がカップケーキをオーブンで焼きク

リームやカラースプレーなどを工夫し自分だけのオ

リジナルカップケーキを作りました。 

 

親子 deバルーンアート 

7 組 14 名の親子が講師の Balloon Artist 大悟氏の指

導で動物や剣、お花などのバルーンアートを楽しみま

した。 



  

「図書館」コーナー 

 J 公津の杜 

「なかよしひろば」コーナー 

 

 

「なかよしひろば」では、子どもたちはもちろん、子育て中のご

家族の皆さんにフェスティバルを楽しんでもらえたら…とひろ

ば内でのパネルシアター上演およびマルシェで手作りおやつ

販売とギャラリー展示に参加しました。 

おやつはひろばスタッフ手作りの、お子さま向けのゼリー、サ

ツマイモ蒸しパン、ココア蒸しパンを販売しました。展示を見に

寄って下さったママたちが、お子さんのおやつにと買っていか

れ、午前中で完売となりました。 

ギャラリーでは子どもたち

がひろばで描いた絵や、

今までの制作を展示。お

子さんの絵をみつけ、嬉

しそうなパパママの姿も見

られました。フェスティバ

ルの前に、「お子さんの絵

をはりますよ～」とひろば

のママたちに声をかけた

ので、大勢の方が見に来

てくださいました。 

一方、ひろばでは 10時 30 

分と 14 時 30 分の 2 回、パネルシアターを上演しました。歌に

あわせて、次々にパネルに登場する動物や食べ物に子どもた

ちは釘付け。知っている歌をママやパパと口ずさみ、楽しんで

いました。 

この日は、フェスティバルのにぎわいから離れて一息つきにい

らしたり、マルシェで買った食べ物で昼食をとったりと、1 日で

100 組以上の親子で賑わいました。 

成田市立図書館は今年で開館 30周年を迎えました。 

その記念事業の一環として、もりんぴあフェスティバルにあ

わせて、図書館で使わなくなった資料を皆さんに無償で配

布する「リサイクルフェア」を開催しました。 

リサイクル本として提供されたのは、出版から年数が経った

実用書や、改訂版や新版が出版されたものなど、図書館で

長い間、みなさんの役に立ってきた本たちです。 

配布開始の 10 時前からたくさんの方にご来場いただき、

MORI×MORI ホール前の配布会場は終日、賑わいまし

た。 

ひとり 5 冊までということで、皆さん、机に並べられたたくさ

んの本の中から、子どものための絵本や料理レシピや写真

集など、それぞれ興味のあるものを熱心に探していました。 

夕方4時半までのフェアで、おおよそ1500冊の本が新しい

家に引越ししました。 

このリサイクルフェアで見つけた本が、第二の居場所で楽

しく活用されれば本も喜ぶことでしょう。 

今回のリサイクルフェアほど規模は大きくありませんが、本

館にはリサイクル本コーナーがあり、常時、リサイクル本を

お持ち帰りいただけます。 

本館にお立ち寄りの際は探してみてください。 
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すっかり日が暮れるのがはやくなり、秋めいてきました。葉の色づきで視覚、キンモクセイの香りで嗅覚、鈴虫の鳴き声で聴覚

が刺激されている今日このごろ。「キッズタウン NARITA」「もりんぴあフェスティバル」と 2 つの大きなイベントが終了した安心感

と昼と朝晩の気温差からか、体調が万全ではない日が続いています。最近急増している「秋バテ」でしょうか？秋はさんまや栗

などおいしいものがいっぱいなので、秋の食材で味覚を刺激し、栄養をつけたいと思います。（K） 
 
 

マルシェでは、遊歩道の屋根の隙間から射す光と、街路樹の木漏れ日がチラチラゆれて。屋台のお料理も、洒落た雰囲気で

味わうことができました。  

「秋の日にジビエをいただくレストラン シェフのかむれる toque blanche（白高帽）まぶし」 （T） 

 

 

編 集 後 記 

 

準備の様子 

 J 公津の杜 

次年度開催に向けて 

 J 公津の杜 

楽しかったフェスティバルは終ったばかりですが、参加者からは早くも次回参加の意向を受けたりしています。 

私たちも来年の開催に向けて、すでに動き出しました。フェスティバルの翌日には、コミュニティセンター職員の反

省会が開かれ、前回から改善された点や、新たに発生した問題点などが話し合われました。 

これまでの二回では、主に館が主体になって運営を進めてきましたが、今まで以上に参加者や地域コミュニティがよ

り主体的に運営に参加していただけるよう、実行委員会が発足することになりました。実行委員会には主に今回の参

加者からメンバーを募りましたが、地域の皆さまにも広く参画をお願いいたします。第１回実行委員会は 11月 1日

に開催し、アンケートに基づくフェスティバルの評価と、今後の運営についての意見交換を行ってまいります。 

相談ください。 

お祭りの支度は、忙しさの中にも期待がふくらみ、心楽しいものとなりました。演奏の順番やギャラリーの配置を決

めたり、参加者との細かい打合せも進み、空いている時間には会場を華やかに飾る紙花の制作にいそしみました。 

前日には館内の全室をクローズさせていただき、最後の準備を進めました。皆さまのご協力に感謝申し上げます。 

 

ボランティアの方々の手助けに感謝 

 J 公津の杜 

公津の杜中学校有志、成田国際高等学校ボランティア部の生徒などに受付やイベント運営の補助、入口でのパンフレ

ットの配布など施設スタッフの手が足りないところを助けていただきました。またグリーンボランティアの方々に

は、当日配布した花苗の袋つめをしていただきました。誠にありがとうございました。また今回から、サロン・ホー

ル・ギャラリー・マルシェなどの出演者からボランティアを募り、駐車場の案内をしていただきました。おかげさま

で事故もなく無事に終了しました。改めてお礼申し上げますとともに、来年もよろしくお願いいたします。 


